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藤揮弘介教授､そのお人柄

藤樺弘介教授は東京教育大学理学部生物学科

動物学専攻課程を1966年に卒業 し､大学院は東

京大学大学院理学系研究科動物学専門課程に進

み､1971年に理学博士の学位を取得 した｡その

後､静岡大学理学部生物学教室に助手として赴

任した｡それからおよそ8年半を経て､1979年

11月に本学部に着任 し､今日に至っている｡本

学在職中の1989年には在外研究員として､米国

ワシントン大学付属のフライデイ ･ハーバー臨

海実験所に1年間出張した｡

埼玉大学教育学部での研究は､主としてウニ

を材料にした発生学で､種特異的な温度感受性

をテーマにしたものであった｡この研究のため

に､学生や大学院生たちと一緒に､最寄 りの神

奈川県の三崎 (東京大学附属臨海実験所)ばか

りでなく､八丈島､沖縄､あるいは青森､北海

道までよく出かけていた｡研究の詳細について

は後述の研究歴に詳しく述べられているが､要

するにそのテーマで､発生の温度感受性がどの

ように決まるのかを追求し､膜の物理化学的性

質が鍵となっていることを証明しようと努め､

その日的はかなり達成できている｡そのテーマ

での研究はまた､将来理科の教員になるべき教

育学部の学生 ･院生にとっても有益な体験 と

なったに違いない｡

研究成果は主に日本動物学会大会や日本発生

生物学会､また早稲田大学の安増郁夫先生の主

催する赤根崎シンポジウムなどで発表し続けて

きたし､いくつかの国際誌にも掲載 している｡

' 埼玉大学教育学部理科教育講座生物学研究室

林 正美*

埼玉大学教育学部に着任 してからの教育や運

営面では､動物分類学､生物学特殊実験､生物

学実験､生物学演習など､学部や大学院の講義

を担当し､小規模ながら臨海実習なども体験さ

せていた｡そして学部生 (卒業研究生)や大学

院生を指導 し､優秀な卒業生を育て､多 くは小

学校 ･中学校 ･高等学校の教員として活躍して

いる｡また学部では全学学生委員､教務委員､

自己評価委員会委員などを務め､講座内では主

任､人事委員などを歴任 した｡また理学系大学

院や連合大学院も担当している｡

学外での知己も少なくなく､卒業研究生や大

学院生を研究所や臨海実験所､他大学などに派

遣させて､広い視野での研究体験の機会を図っ

た｡

先生の業績の一つとして､一般啓蒙書や専門

書もいくつか著 している｡教育学部にあっては

専門の研究を効率よく進めるのはなかなか難し

かったようだが､鋭意努力をされ､地道に進展

を図っていった｡また講義や著作などにおいて

は､生物学の広い教養や深い造詣を存分に発揮

していたように思う｡自然科学全般やその他興

味の対象が広 く､趣味も絵画や音楽などを楽し

んでいた｡音楽はデキシーランドジャズ風のテ

ノールバンジョー演奏が大好きで､本格的に始

めて謝恩会などで学生たちと合奏 したことが

あった｡だが本人は､始めたのが遅すぎたと述

懐している｡

今後とも､ご健康に留意され､研究面でさら

に活躍されることを期待 したい｡

- 391-



略 歴

氏 名 藤樺弘介

生年月日 昭和16年 9月21日生

本 籍 神奈川県横浜市

住 所 埼玉県さいたま市桜区白鍬60 渋正第二ハイツ401

学 歴

1962年4月 神奈川県立横浜平沼高等学校卒業

1966年4月 東京教育大学理学部生物学科動物学専攻課程 卒業

1968年4月 東京大学大学院理学系研究科動物学専門課程修士課程修了 (理学修士)

1971年 3月 東京大学大学院理学系研究科動物学専門課程博士課程修了 (理学博士)

経 歴

1971年4月

1979年11月

1982年 4月

1983年 4月

1989年4月

1990年4月

静岡大学理学部生物学教室助手

埼玉大学教育学部講師

埼玉大学教育学部助教授

埼玉大学大学院理学研究科兼担

埼玉大学大学院理工学研究科兼担 現在に至る｡

埼玉大学大学院教育学研究科担当 現在に至る｡

1993年4月 埼玉大学教育学部教授 現在に至る｡

1996年4月 東京学芸大学連合学校教育学研究科担当 現在に至る｡

所 属

日本動物学会､日本発生生物学会､日本生化学会､蟻類研究会

教育研究実績

著書

1.｢富士見のあゆみ｣､富士見市､pp.47-52.1982(荒野久男､安田啓祐､林正美､高橋守と共著)

2.｢羊押 卜年表 ･生物部｣､丸善､pp.837-888.1983(野間El隆と共編).

3.｢富士見市史｣､富士見市､pp.409-420.1984(荒野久男､安田啓祐､林正美､高橋守と共著)

4.｢生命科学｣､丸善､1988(野間口隆と共編共著).

5.｢脊椎動物の起源｣､培風館､2001.

6.｢オックスフォー ド動物学辞典｣､朝倉書店､2005(木村一郎､野間口隆､佐藤寅夫と共訳).

7.｢学力向上につながる理科の題材生物編｣､東京法令出版､ 2006(岡崎恵視と編集).

主な論文

8.Effectsofzincandlithum ionsonthestrengtheningcelladhesioninseaurcllinblastulae.
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ExpeJ･J'entja38852-853.1982(H.Fujisawa&S.Amemiya).

9.Temperature-dependenceinreaggregationofceusdissociatedfromseaurchinembryoswith

differentseasonalgrowth.ZooJ.Sc1.,5:85-92.1988(S.Arnemiya&H.Fujisawa).

10.Differencesintemperaturedependenceofearlydevelopmentofseaurchinswithdifferer]t

growlngSeasons.BJ'01.Bu″,176:96-102.1989.

ll.CorrelationOfembryonictemperatul･eSensitivityofseaurchinswithspawningseason.Iexp.

maJ･.BJ'01.Eco/.,136:1231139.1990(M.Shigei&IlFujisawa).

12.Temperaturesensitivlty Ofahybrld betweelltwoSpeciesofseaurchin differing in

thermotoLerance.Develop.GJ･owth&DJ'Her.,35:395-401.1993.

13.Variation in embryonic temperature sensitivity among groups of the sea urchin,

Hem/'centTOtLISPUIcj】ez･J･J'mLJS,WhlChdifferlntheirhabitats.ZooJ.Scl'.,12:583-589.1995

14.Embryonicthermosensltivityoftheascidian,CIpOnaSaVjgnyl'.Zool.ScL14:511-515.1997(T

Nomaguchi,C.Nishijima,S.Minowa,M.Hashimoto,C.Haraguch,S.Amemiya&H.Fujisawa).

その他の論文

15.Effectofwhole-bodyX-irradiationontheRNAasesystemontheratthymus.IFac.Scl'.UDl'V.

Tokyo12(2):3071315.1971.

16.Studiesofthekineticsofthereactionbetweenribonucleaseanditsinhibitor.I.Fac.Scl'.tlnJ'V.

Tokyo12(3):473-481.1972.

17.Occurrenceintheratspleenofafactorinactivatingtheribonucleaselnhibitorintheratliver.

J.Fac,ScJ'.UnivTokyo12(3)I483-4931972.

18.AcidlCglycosaminoglycansinclllCltembryoRepo/･tsofFac.ScJ'.Shizuokat/nl'V.,3:81-86.1975.

19.産卵期を異にする2種のウニの胞腔分離細胞の凝集および接着における温度依存性の相違｢暫

撃と生物学｣99(2):79-83.1979(藤揮弘介､雨宮昭南).

20.ウニの胞肱分離細胞の接着に対する温度の影響 ｢暫撃と生物学｣100(6):357-359.1980(藤樺弘

介､雨宮昭南).

21.ウニ胞腔細胞の接着に対する亜鉛およびリチウムイオンの影響 ｢摩撃と生物学｣103(4):349-352

1981(藤揮弘介､雨宮昭南).

22.PeriodicchangesofLnterCellularadhesivenessintheearlymorphogeneticprocessesofsea

urchinembryosDevelop.GJ･OWth&DI'Hez･.,27:182.1985(S.Amemiya&H.FuJisawa).

23.ReaggregationofslngleceHsdlSSOClatedfrom mesenchymalblastulaeoftheseaLlrChin

PseLIdocenl1-OtuSdep1-eSSL/S.ISaJ'tamaUnl'V.,Fac.Educ_(MaL･h.&Nat.Scl'.,)37(1):118.1988

24.Effectsofexogastrula-inducingpeptidesonceLLproliferationinembryosoftheseaurchin

AnthocJdaJ･lSCJ･aSSJ'splna.Zoo/ScJ'.,10:7931802.1993(Y.FLLjita.SIgarashi,Ill.Fujisawa.K.

Yamasu.T.SuyemltSU&K.Ishihara).

25.Bovinepi仁山rarymembraneglycoproteilュSCOntain β-〟-acetylgalactosaminylatedN-linked

sugarchains.I.Neu1-OChem.,66.852159.1996(J.Taka,TSato,T.Sakiyama.H,Fujisawa&K.

FLIrukawa).

26.Correlationbetweenthermosensltivityofseaurchinembryosandmembranefluidityofthe

embryoniccells,Echlnoderms:SanFI･ancJSCO.Pl･0.9thIn{ernatjona/Ecノコ1'nodermConference
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(RMooiandM.Telefordeds.,A.A.Balkerna/Rotterdam).p.657.1998.

27.ChangesinN-glycosylationofhumanstromalcellsbytelomeraseexpression Bl'ochem.

Bl'ophys.Res.CommLI仇 301:293-297｡2003(I,Kuwahara,K.Ikebuchi,H.Hamada,Y.Niitsu,K.

Miyazawa,K.Ohyyashikl,H.Fujisawa&K.Furukawa).

28.Prognosticsignificanceofreducedexpress10nOf6-N-acetylgalactosaminylatedNllinked

oligosaccharidesinhumanbreastcancer.Lnt.ICancer.105:533-541.2003.(N.Kitamura,S.

Guo,T.Sato,S.Hiraizumi,J.Taka,M,Ikekita.S.Sawada,H.Fujisawa&K.Furukawa).

29.ダーウィン進化論とその背景 ｢埼玉大学紀要教育学部｣52(1):39-59.2003

30.LiClinhlbitstheestabllShmentofleft-rightasymmetryinlarvaeofthedirect-developing

echinoidPeJ･onelJajaponl'ca.J.Exp.Zoo1.,301:707-717.2004(C.Kitazawa,K.Kajihara-Takai,Y.

NakaJima,mFujlSaWaandS.Amemiya).

31.ペス ト:人類へのその壊滅的な影響 ｢埼玉大学紀要教育学部｣53(1):39-51.2004.

32.Preferentialreductionoftheα-2,6-sialylationfrom cellsurfaceN-glycansofhumandiploid

fibroblasticcellsbyJ'nvl'tTOagl.ng.Glycoconj.I 23.4411450.2006(T.Tadokoro,K.Yamamoto,

Ⅰ.Kuwahara,H.Fujisawa,MJkekita,A.Taniguchi,T.Sato&K.Furukawa)

33.生存戦目酎こついて ｢埼玉大学紀要教育学部｣55(1):21-29.2006.

報告書

34.｢静岡県干潟 ･藻場 ･サ ンゴ礁分布調査報告書｣(環境庁委託第 2回自然環境保全基礎調査)､

1978(片山-他)

35.｢静岡県海域生物調査報告書｣(環境庁委託第 2回自然環境保全基礎調査)､1978(片山-他)

36.｢静岡県湖沼調査報告書｣環境庁委託第2回自然環境保全基礎調査)､1979(片山-他)

37.｢ウニ肱の嚢腫形成における割腔液の役割｣(昭和58年度科学研究費補助金研究成果報告書)

1984.(石原勝敏他)

38.｢埼玉県南部における自然に関する研究｣(昭和59､60年度特定研究報告書)1986(須甲鉄也他)

39.｢教育学部における実験 ･実技系教育教材の視覚化 ･聴覚化による教育方法の改善｣(昭和60年

度教育方法改善経費に関する報告)､1986(池辺国彦他)
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